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＜連絡事項＞

・昨日から救急当番日です。準夜・深夜スタッフは周知して下さい。

・フローシートへの記入（３検者のバイタルや体重）がなされていませんのできちんと記入するようにして下さい。

・2月25日作業・プログラム以外の時間で栄養士の嗜好調査があります。病棟スタッフは協力をお願いします。Aユニットの患者様に対し実施するとの事。

＜患者様連絡事項＞

・袴田　英司様～主治医より尿路感染症疑いの為、本日の朝より抗菌剤（クラビット）が３日分処方になりました。再度尿検査の指示をもらって下さい。こまめに水分補給を促していきましょう。食事も摂れない事もありますが、

・長根　矢一様～仙骨部に５ｘ３Ccmの発赤あります。坐位保持、支えながらの歩行も可能ですので、日中はなるべく座位にし、臥床時は体位交換を行って下さい。坐位時に経管栄養を実施した所痰がらみなく無くスムーズに行えていますのでなるべく車椅子や背もたれのある椅子に座って頂き行っていく様にしましょう。

・阿部　文香様～幻聴に左右された発言目立っています。又気分高揚見られており

　　　　　　　　特定の患者様との接触もある為、逸脱行為に注意して様子観察を行って下さい。特に夜間は死角もありますので、所在の確認をしていきましょう。

＜措置入院患者様＞

・佐々木尚子様～現在体重は３６Ｋｇ台を維持しています。食事は主食1/2程度の摂取である。特定の男性患者様との交流多く見られています。

今後も目標体重になるように食事を残さず摂れる様に介入していき、不審な行動がないか観察し、特定の男性患者様との過度な接触やトラブルのない様に見守り、介入を行っていきましょう。

・川村　和則様～気分変動が激しく要求が通らないとスタッフに易怒的となることがあります。また女性患者様との接触も見られています。

出来ること、出来ないことをはっきり伝え、暴力行為や逸脱行為のない様に注意して見守りをしていきましょう。

・安達　貴浩様～カードの残金が中旬にはなくなり、買いたい要求が通らない事により易怒的となる事がありました。

そのことについて後から反省はしているものの、要求が通らない事で怒鳴ったりするようでは措置解除は到底出来ない事を伝え、どうして入院になったのか、振り返って頂き、自覚して頂く様に介入していきましょう。現在金銭管理も出来ていない事が見られています。お父様へ面会時、金銭面について「来月は頑張る」と話し、評価していた事もあったので良いと思える行動をした時は評価し、治療への意欲を高め、衝動的にならない事、金銭管理に対しての指導を行っていきましょう。

・木村　修武様～女性患者様に対しての逸脱行為があったと他患者様からの情報が出ています。また、女性スタッフに対しても同様の行為が見られています。診察時、本人より「今がピークでこれから落ちていく」や「自分には喜怒哀楽の楽はあるがそのほかは無い」との発言ありました。

最近はホールで過ごされる事多いですが、所在の確認と不審な行動がないか密に観察を行い、逸脱行為の予防に努めましょう。また、希死観念はまだある様ですので、自傷行為・自殺行為の防止に努めていきましょう。

＜SST評価・検討＞

・河村勝男様～来月からCグループへ導入していきましょう。

・夏堀　長五郎様～来月からCグループへ導入していきましょう。













